
青葉を渡る風も爽やかに感じられる頃となりました。市民の皆様には健やかにお過ごし

のこととお慶び申し上げます。

私は、先般の尾道市長選挙におきまして、市民の皆様からのご信任を賜り、尾道市長と

して 2 期目の重責を担わせていただくことになりました。

引き続き尾道市の持続的発展へ向けた舵取り役を任せていただく光栄と、その責任の重

さを改めて痛感しているところでございます。

古来より幾多の試練に耐えながら、先人たちのご尽力により瀬戸内海有数の商港都とし

て発展し続けてきた本市には、高度な技術を集積してきた伝統産業や人々の暮らしの中で

培われてきた個性豊かな文化、風光明媚な自然と歴史伝統を今に伝える文化財が織り成す

独自の景観など、まちづくりに活かすことができる数々の魅力ある資源があります。

わが国は今、未曾有の大震災からの復興に向けて、国の総力を挙げなければならない大

変厳しい状況ではありますが、このようなときだからこそ、本市の特長を活かしたまちづ

くりを推進して都市としての活力を高め、その活力をもって被災地の復興にも寄与するこ

とが、私たち尾道市民に課せられた責務ではないでしょうか。

私は、このたびの選挙で、「行動する尾道市政―誠実・着実・堅実―」をスローガンに

掲げ、「 5 つの約束」をいたしました。

（1）尾道の力強い「経済」づくり

（2）「美しい景観と豊かな芸術文化都市」づくり

（3）地域を愛する「人」づくり

（4）健康をまもる「安心な暮らし」づくり

（5）地域が輝く「尾道型の市政」づくり

この 4 年間、未来ある子どもたちのためにも、市民の皆様と協働して尾道の文化・風土

を活かした風格あるまちづくりを推進し、「 5つの約束」の実現に向けて全力を傾注する

決意であります。

今後とも市政に対する市民の皆様の温かいご理解とご協力を賜わりますようお願いを申

し上げまして、就任のご挨拶といたします。
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初登庁のようす（ 4 月27日）

市長就任あいさつ

尾道市長　平
ひら

谷
たに

祐
ゆう

宏
こう
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新しく選ばれた尾道市議会議員
議員定数32人（50音順）



■議会の動き
● 2月16日 議会運営委員会

本会議（開会）
会期決定、補正予算等
提案（説明・質疑）、予
算特別委員会設置
予算特別委員会
正副委員長互選

● 2月17日 予算特別委員会
補正予算等審査（質疑・
討論・採決）

● 2月21日 議会運営委員会
本会議
補正予算等議決（委員長
報告・討論・採決）、新年
度予算等提案（総体説明）

● 3月 2日 議会運営委員会
本会議
議案第73号提案（説明・質疑）
総体質問

● 3月 3日 本会議
総体質問

● 3月 7日 予算特別委員会
新年度予算等審査（質疑）

● 3月 8日 予算特別委員会
新年度予算等審査（質疑）

● 3月 9日 予算特別委員会
新年度予算等審査（質疑）

● 3月10日 予算特別委員会
新年度予算等審査
（質疑・討論・採決）
議会運営委員会

● 3月15日 議会運営委員会
本会議（閉会）
新年度予算等議決
（委員長報告・討論・採決）

■上程議案
平成22年度関係
●予算
◇一般会計補正予算（第 6号）
2 億5,043万2,000円を追加し、歳入

歳出予算総額を576億1,490万6,000円に
するものです。主なものは、職員退職
手当について、当初勧奨退職者を10人
と見込んでいたところ、希望者が36人
になったことによる追加を行う必要が
生じたこと、また、認知症対応の地域
密着型施設整備などに対する補助金の
追加、子宮頸がん等ワクチン接種事業
の対象者がふえる見込みによる追加な
どと、このほか、国の補正予算に係る
小中学校施設耐震化工事の追加、特別
会計への繰出金の増減調整、それに併
せて事業確定の見込みが立つものにつ
いて増減調整をするものです。さらに、
電波遮へい対策事業外18件の繰越明許
費の追加と 2件の変更、基幹系システ
ム構築業務外 3件の債務負担行為を追
加するものです。財源は、法人市民税
の増加が見込まれることから市税の追
加や、国の補正予算に係る国庫補助金
の追加、事業費確定に係る分担金及び
負担金、使用料及び手数料、国・県支
出金、市債等の増減調整と、職員退職
手当基金より 3億1,565万円の繰入れ
などを行って調整するものです。
◇港湾事業特別会計補正予算（第4号）
ほか10特別会計
◇水道事業会計補正予算（第1号）
◇病院事業会計補正予算（第3号）
●条例改正
◇尾道市御調町防災行政無線局の設置
及び管理に関する条例
尾道市農業協同組合御調支所に遠隔

制御器を設置しないこととし、また、
地区放送を行う子局の地区を定めた規
定を改めるための条例改正です。
◇尾道市児童遊園地設置及び管理条例
筒湯遊園地の敷地に、いきいきサロ
ンを設置すべく、同遊園地を廃止する
ための条例改正です。
◇尾道市港湾ビル設置及び管理条例
尾道市港湾ビルである瀬戸田港湾ビ
ルを廃止するための条例改正です。
●その他の議案
◇市道路線の認定について
山波45号線
山波町における道路改良事業により

新設した道路を市道認定するものです。
◇市道路線の認定について
原田76号線
一般県道尾道新市線の道路改良事業
に伴い、移管を受けた旧道を市道認定
するものです。
◇市道路線の変更について
山波24号線
山波24号線道路改良事業の施工に伴
い、同路線の終点に異動が生じるた
め、路線を変更するものです。
◇市道路線の変更について
森金江奥線
森金江奥線の道路改良事業の施工に
伴い、同路線の終点に異動が生じるた
め、路線を変更するものです。
◇市道路線の変更について
田尻江奥線
向島町における市道の道路改良事業
の施工に伴い、路線の起点に異動が生
じるため、路線を変更するものです。
◇市道路線の変更について
梶上味線・原田77号線
一般県道下川辺尾道線道路改良事業
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平成23年第 2回定例会は 2月16日から 3月15日までの28日間にわたり開会しました。
市長からは、平成22年度一般会計補正予算案、平成23年度一般会計当初予算案など71議案と人事議案 2件が提案されました。
審査にあたっては、 2月16日に議長を除く全議員で構成される予算特別委員会（山中善和委員長）を設置し、2月17日の委
員会では、平成22年度一般会計補正予算案等について審査を行い、原案のとおり可決しました。2月21日の本会議では、平
成22年度一般会計補正予算案等すべての議案について原案のとおり可決しました。
3月 2日には、議案第73号工事請負契約の締結についてが追加提案され、予算特別委員会に付託しました。その後、 3月

2日、 3日の両日には、各会派を代表して新年度予算に対する総体質問を行いました。
3月 7日から10日にかけての予算特別委員会では、平成23年度当初予算案をはじめ各条例案等について審査を行い、原

案のとおり可決しました。
3月15日の本会議では、予算総額約1,142億円の平成23年度当初予算案等すべての議案について原案のとおり可決し、人

事議案 2件について同意しました。また、本会議では議員から議案第27号平成23年度尾道市国民健康保険事業特別会計予
算に対する修正案が提出されましたが、否決しました。
議員からは、尾道市議会委員会条例の一部を改正する条例案が建議案として提案され、原案のとおり可決しました。さ

らに、意見書案 4件が建議案として提案され、可決した意見書 3件については、国会及び関係行政庁に送付しました。

2月定例市議会



の施工に伴い、これに接続する路線の
起点及び終点に異動が生じるため、路
線を変更するものです。
◇工事請負契約の締結について
因北小学校耐震改修工事（ 1号棟）に
係る工事請負契約を締結し、耐震補強
工事及び外壁等の改修工事を行おうと
するもので、請負金額は、１億9,309万
5,000円です。
●報告
◇専決処分報告（ 1件）
平成23年度関係
●予算
◇一般会計当初予算（54,610,000千円）
◇港湾事業特別会計予算ほか13特別
会計（37,150,016千円）
◇水道事業会計（5,803,707千円）、
病院事業会計（16,649,820千円）
●条例改正
◇尾道市特別会計条例
高齢者の医療の確保に関する法律に
おける老人保健事業特別会計に関する
経過措置が平成23年3月31日限りで終
了することにより、同特別会計を廃止
するための条例改正です。
◇尾道市部設置条例
危機管理を含めた生活安全に関する
事務を一体的に行うため、交通安全及
び防犯に関する事務を企画部から総務
部へ移管し、また汚水処理に関する事
務を下水道事業と一体的に行うため、
小型合併浄化槽に関する事務を市民生
活部から都市部へ移管するための条例
改正です。
◇尾道市職員定数条例
回復期リハビリテーション病床の増
床及びリハビリテーションの365日実
施に伴い、公立みつぎ総合病院職員を
増員するための条例改正です。
◇尾道市特殊勤務手当条例
尾道市立市民病院及び尾道市立夜間
救急診療所の市医に対して支給する市
医研究手当の支給区分を変更するとと
もに、管理・監督者の職責にある医師
に対して、その職責に応じて支給月額
を増額するための条例改正です。
◇非常勤の職員の報酬及び費用弁償に
関する条例
国民健康保険相談員を廃止し、市内
の子育て支援センターの所長及び同嘱
託員の名称を変更し、また、常任統計
調査員を設置するための条例改正です。
◇尾道市重症心身障害者福祉年金条例
因島市との合併に伴う重症心身障害
者福祉年金に関する経過措置を廃止す
るための条例改正です。
◇尾道市人権文化センター等に関する
条例
下三成、阿吹及び浦崎の各人権文化
会館を廃止するための条例改正です。
◇尾道市病院事業の設置等に関する条例

診療科目の名称を改めるための条例
改正です。
◇尾道市立市民病院使用料手数料条例
特別病室の新設に伴い、病室使用差
額料を改めるための条例改正です。
◇尾道市瀬戸田町農業集落排水施設の
設置及び管理に関する条例
排水設備の新設等に関する指定工事
店については、尾道市公共下水道条例
の規定によることとするための条例改
正です。
◇尾道市都市公園条例
公園予定区域の整備完了に伴い、都

市公園名を定めるための条例改正です。
◇尾道市学校給食共同調理場設置条例
向東小学校及び向東中学校給食調理
場の建設に伴い、尾道市向東学校給食
共同調理場を廃止するための条例改正
です。
◇尾道市立図書館設置条例
尾道市立瀬戸田図書館の開館時間を
延長するための条例改正です。
◇尾道市因島椋の里ゆうあいランド設
置及び管理条例
因島椋の里ゆうあいランドを縮小し、

開館期間の変更をするとともに、管理
に関し、指定管理者制度を解除するた
めの条例改正です。
◇尾道市公立みつぎ総合病院事業の設
置等に関する条例
診療科目の名称を改めるため、及び
病床再編に伴い病床数に関する規定を
改めるための条例改正です。
●条例制定
◇尾道市医師確保奨学金貸付条例
地域医療の充実に必要な医師の確保
を図るべく、市民病院等において医師
として従事しようとする者に対し、奨
学金を貸し付ける制度を設けるための
条例制定です。
●条例廃止
◇尾道市立因島ふれあいプラザ設置及
び管理条例
尾道市立因島ふれあいプラザを廃止
するためのものです。
◇尾道市営因島ひまわりプール設置及
び管理条例
尾道市営因島ひまわりプールを廃止
するためのものです。
●その他の議案　
◇財産の無償譲渡について
山陽新幹線新尾道駅の設置に伴い締
結した協定に基づき、鉄道施設用地を
西日本旅客鉄道株式会社に無償で譲渡
するものです。
◇公立大学法人尾道市立大学定款を定
めることについて
公立大学法人尾道市立大学を設立す
るためのものです。
◇公の施設の指定管理者の指定について
指定管理者を指定するものです。

みつぎいこい会館／尾道市因島市民
会館／芸予文化情報センター／尾道市
立圓鍔勝三彫刻記念公園／尾道市御調
グラウンド・ゴルフ場／尾道市因島運
動公園／因島アメニティプール／尾道
市瀬戸田サンセットビーチ／向島岩子
島農業構造改善センター／向島洋らん
センター／向島漁村センター

みつぎいこい会館

●議員提出議案
◇尾道市議会委員会条例の一部を改正
する条例案
議員定数が減少することに伴い、総
務委員会及び民生委員会の委員の定数
を 9人から 8人に改めるための条例改
正です。
●人事議案
◇固定資産評価審査委員会の委員の選任
島本誠三さん（新浜一丁目）
◇人権擁護委員の候補者の推薦
竹井淳さん（瀬戸田町）
■総体質問（主な内容）
○平成23年度予算について
平成23年度の予算に対する市長の

強い思いについて聞きたい。
中長期的な財政見通しのもとに、

未来につながる、安定した行財政運営
が求められているところである。市民
の皆様が安心・安全を実感できること
を基本として、このたびの予算編成に
取り組んできた。その中で、市民の皆
様の健康のため、医療及び福祉に重点
を置くとともに、大学まで含めた教
育・子育て支援に意を用いたところで
ある。具体的には、医療では、医師確
保奨学金制度の創設や瀬戸田診療所の
建設を、福祉では、いきいきサロンの
建設を行う。また、教育では、（仮称）
尾道教育さくらプラン 3の実施を、子
育て支援では、病児・病後児保育の開
始や低所得世帯に対する保育料の軽減
などを行う。さらに、本市の知の拠点
である尾道大学の環境整備を行うとと
もに、人材を育て、地域と連携しての
積極的なまちづくりや歴史的風致維持
向上計画を策定し、歴史・文化を活か
したまちづくりに取り組んでいく。
○尾道大橋通行料金無料化に伴う港内
渡船の扱いについて
尾道大橋の通行料金が無料化され

た後、港内渡船の扱いはどのように考
えているか。
昨年 7月に渡船業者 3社連名で要
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望を受けている。港内渡船は高齢者や
学生等にとり、必要な交通手段である
と考えており、これまでも渡船事業者
とは機会あるごとに意見交換している
ところである。そうしたなか、このた
び桑田渡船が、 3月末をもっての航路
廃止届を中国運輸局へ提出されたと聞
いている。当該航路についても、航路
存続に向け協議を続けてきたが、最終
的に航路事業者の経営判断により決定
されたことは、本市としても残念であ
ると受け止めている。今後は、バス交
通を中心とした代替交通手段の確保に
努めていきたい。なお、今後とも関係
機関と引き続き協議しながら、渡船利
用者の動向調査を行う中で、各航路事
業者の意向、利用状況や代替交通機関
の有無、将来性等、総合的な観点か
ら、検討していきたい。
○「海フェスタおのみち」について

共同開催 3 市（尾道市、福山市、
三原市）のそれぞれ主なイベントはど
のようなものか。

尾道会場で実施予定の主な事業
は、開・閉会式、「海の日」記念式
典・祝賀会、海に関わる仕事や研究の
成果を紹介する「海の総合展」などの
定例イベント、子どもたちを対象とす
る進水式の見学会や、クルージングな
どの体験学習、気象観測船・深海調査
船や商船高等専門学校の練習船などの
一般公開、海に関する講演会などを計
画している。また、街角コンサート・
食のイベントや物産展、花火まつりな
ど地域の関連行事も取り入れ、尾道の
特色を生かしたイベントを実施する。
福山会場では帆船「日本丸」の入港に
よる帆船まつりなど、三原市では海上
保安庁の巡視船の一般公開などを予定
している。いずれにしても、海フェス
タでは、地域に集積された海事技術な
ど産業の力をアピールするとともに、
次世代を担う子どもたちにとって、海
の魅力を再発見する機会となるよう、
事業を実施していきたい。
※ 5月10日現在、「海フェスタおのみ
ち」の開催については再考中です。
○（仮称）向島認定こども園について
現在までの事業の進捗状況はどの

ようになっているか。また、概算総事
業費はどのくらいか。
昨年11月に基本設計・実施設計に

着手し、平成25年 4 月の開設を目指し
て事業を進めている。本年 7月末には
設計を完了する予定としており、子育
て支援機能を持たせるとともに、芝生
広場の設置など、地域の子育て支援拠
点施設として、快適な環境づくりに配
慮している。なお、概算総事業費は約
5 億9,000万円である。
○尾道大学の公立大学法人化について

学外者の役割は大きいものと思う
が、どういう人選をするのか。また、そ
の役割についてどのように考えているか。

法人の代表である理事長は学長を
兼ねることから、特に経営面において、
理事長を補佐してもらえるような、企
業経営者、法人業務に実績のある方な
どを中心に人選していきたいと考えて
いる。経営の視点から、法人運営・人
事管理・地域とのつながりなどについ
て幅広い意見をいただく中で、市民・
学生から支持が得られる大学づくりに、
貢献してほしいと期待している。
○雇用の確保と創出について

緊急雇用対策基金事業について、
平成21年度と平成22年度中途の事業費
と雇用者数の実績はどのようになって
いるのか。また、新年度も含めた 3カ
年の事業費と雇用者数をどのように予
想しているか。

平成21年度が、決算額で7,280万
5,000円、雇用者数161人の実績。平成
22年度が、2 月補正段階の予算額で
9,764万2,000円、雇用者数128人。平成
23年度、当初予算を含めた 3カ年度の
総事業費は、2 億8,968万9,000円で、
延べ雇用者数は、411人である。
○教育行政について
中学校学力向上に向け、具体的に

どのように取り組んだか。また、その
効果の検証を行っているか。
これまでに中学校の全教員を対象

とした教科別の研修会や、小中の合同
研修会などを実施している。また、県
教育委員会の中学校学力向上対策事業
の指定を本市の半数の中学校が受け、
課題を明確にした取り組みを実施して
きたところである。取り組みの検証に
ついては、現在「学習規律や授業の基
本は確立されてきている」という成果
は見られるものの、ここ数年さまざま
な取り組みを継続しているにもかかわ
らず、数字の上では十分な成果が表れ
ていないことに強い課題意識を持って
いる。したがって、次のさくらプラン
３においては、こうした課題を解決す
るために、特に中学校では新たな施策
として、学力向上をねらいとした「中
学校学力向上プロジェクト会議の設
置」、「中学校授業改善学校評価の実
施」を取り組みの重点として位置づ
け、さらなる改善に努めていきたい。
○歌戸フェリーの利用促進について
歌戸フェリーの利用促進を図るた

め、浦崎町内や松永湾を周回するハイ
キングコースやサイクリングコースを
設定してはどうか。
昨年のサイクルトレイン運行期間

には、歌戸フェリーを利用した鞆の浦
へのガイドツアーを実施するなど、新
たなサイクリングコースとして提案し

てきた。議員提案の松永湾周遊コース
等は景観に優れており、ハイキング・
サイクリングコースとして検討してい
きたい。

歌戸フェリー

○子育て支援策について
移転する「おのみち子育て支援セ

ンター」と「いんのしま子育て支援セ
ンター」に、今後どのような役割を期
待するのか。また、その取り組みによ
って、どのような効果を期待し、結果
を得るために、どのようなことに気を
配っていくつもりか。
おのみち子育て支援センターは平

成23年度秋をめどに人権文化センター
への移転を予定している。これにより、
交通の利便性が向上し、駐車場の確保
も可能になり、今まで以上に利用しや
すい施設になる。また、いんのしま子
育て支援センターについては、平成23
年度から、おのみち子育て支援センタ
ーと同様に、地域に出向いての講座の
開催などを考えている。両支援センタ
ーの役割として、「あそびや交流の場
の提供、栄養、発育等の相談業務、子
育て情報の提供、子育てに関する学習
の場の提供」があるが、これらの業務
の充実を図り、地域の子育て団体と連
携し、子育て家庭のニーズをくみ上げ
ていけるよう配慮していきたい。

人権文化センター

○尾道市の水産業について
重要な役割を果たしている漁業者

が、これからも安心して漁業を営んで
いけるようなサポート体制の強化をし
てほしいと思うが、漁業の 6次産業化
に向けて、どのように考えているのか。
新鮮でおいしい多種多様な魚介類

は、尾道の大きな魅力の一つとなって
いる。一方、比較的安価な魚介類につ
いて、 6次産業化により付加価値を創
出することは、収益性を向上させ経営
の強化に寄与する一つの手法と考えて
いる。本年度からは、「元気な水産業支
援事業」を創設し、漁業者自らが行う、
朝市の開催、スーパーや直売所と連携
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した販売、魚をさばける施設の開設な
どの収益を高める取り組みに対して助
成をしている。新年度においては、よ
り多くの取り組みを支援するため、予
算の増額を提案しているところである。
○教育行政について

現行の40人学級から35人学級にな
ることにより、クラスがふえる学校は
あるのか。また、それにより、教室数
の不足などは生じないのか。
今後、現行の法令が改正され、小

学 1年生の 1学級当たりの人数の上限
が、35人に引き下げられた場合、本市
で学級増となる小学校は、山波小学校
と向東小学校の 2校で、それぞれ 1学
級ふえる。また、両校とも十分な空き
教室があり、学級増による教室の心配
はない。
○新年度一般会計当初予算について

2 年連続の縮減方針から増額に転
換したのはなぜか。また、それは、これ
までの方針とどのように並立するのか。
予算編成方針どおり持続可能な行

財政運営を基本とし、引き続き予算規
模の縮減に取り組み、人件費や公債費
の抑制に努めたところである。しかし、
3歳未満の子ども手当てが月額 2万円
に引き上げられたことなどで扶助費が
増加したこと、子宮頸がん等ワクチン
接種事業などによる物件費の増加、病
院事業で過疎債を活用することにした
ことで補助費が増加したことなどによ
り、予算規模が増加したものである。
また、歳入において普通地方交付税の
配分が臨時財政対策債へ大幅に振り変
わることが見込まれるため、市債が著
しく増加している。
○市内各所の交通対策について
ＪＡ尾道総合病院の完成による交

通量の増加をどのように見込んでいる
か。また、自家用車を持たない患者さ
んの通院のためのバス路線をどう確保
しようとしているか。
ＪＡ尾道総合病院の開院による交

通量の増加予測については、 1日当た
り880人の通院患者に加え、約600人の
職員が交代で通勤すると聞いており、
交通量は、大幅に増加すると予測して
いる。また、通院のための交通手段の
確保については、計画段階から医療機
関とバス事業者とが協議していると聞
いている。

平原団地から日比崎小学校、日比
崎中学校に通学する児童・生徒の安全
対策のために信号機の設置が必要では
ないか。

現在、関係機関と協議をしてお
り、信号機や横断歩道等の設置に向け、
取り組みを行っているところである。
○日比崎小学校の過密状態について
学区の変更や平原団地への小学校

の新築など抜本的な対策を早急に講じ
るべきと思うが、現在の過密状態をど
うしようと考えているのか。
運動場が狭いことによる、子ども

たちのストレスなどを心配していたが、
日比崎小学校は従前から休憩時間に
は、運動場や体育館を割り振りして使
用させており、子どもたちは、これま
でと変わらず、元気よく過ごしている
と聞いている。また、児童数について
も、仮設校舎建設時に推計した数字よ
りも、幾分低く推移しており、校区内
で今年10月に入居が開始されるマンショ
ンのことを加味しても、当分の間は現
在の施設で対応できるものと考えてい
る。今後も、学校や地元の方々と、緊
密に連携していきたいと考えている。
○子ども手当の新年度予算について
本市予算に計上されている子ども

手当の財源構成はどうなっているか。
また、民主党マニフェストのとおり全
額国費で賄うべきで、地方負担分は計
上しないという動きについて、どのよ
うに考え、予算計上したのか。
本市予算の子ども手当ての財源構

成については、児童手当に相当する費
用の地方負担を維持した予算計上をし
ている。また、地方負担は計上しない
という動きについては、承知している
が、法令遵守の立場から「平成23年度
子ども手当支給法案」のとおり、予算
計上している。
○「買い物難民」の生活支援サービスの
充実について
「買い物難民」増加対策として、

モデル地区での実態調査や高齢者買い
物支援の仕組みづくりをしてはどうか。
買い物などが困難な方への生活支

援については、尾道市社会福祉協議会
及び尾道市シルバー人材センターから
有料のサービスが提供されている。本
市としては、生活・介護ボランティア
を養成し、地域を地域の中で支える人
づくりに努めていきたい。
○子育てなどの不安に悩む母親などへ
の支援について
産婦・新生児訪問や乳児家庭訪問時

の情報提供における現状と課題は何か。
家庭訪問時の情報提供は、対象で

ある 4カ月未満の乳児に必要な健診・
予防接種等の情報、保護者・乳児の状
況にあわせた健康・子育て支援情報を

提供している。また、訪問後にも必要
な情報が得られるよう相談先、子育て
ガイドブック、ホームページ等も紹介
している。しかし、育児不安が強く、
相談相手がいない等、継続支援が必要
な保護者に対しては、状態にあわせた
丁寧な情報を継続的に提供していく必
要がある。
○橋梁の点検・維持補修について
国土交通省からの指示により本市

が点検する橋は約800カ所に上ると聞
いたが、点検の進捗率はどうか。また、
今後、かけかえ・補修が必要な橋が急
激にふえると思うが、対策はどのよう
に考えているか。
市道にある長さ 2メートル以上の

橋梁数は800橋あり、平成20年度と平
成21年度で目視点検を終えている。平
成23年度から優先順位を決め、補修計
画の作成を、平成24年度からは、修繕
工事の実施を考えている。
点検調査結果に基づき補修を行う

と、必要な予算は概算でいくらになり、
工事期間はどれだけかかるのか。
現時点では、劣化状況に応じ60年

間を 1サイクルとし、修繕を考えてい
る。その概算事業費は約74億円と想定
している。
○「てっぱん」効果について
連続テレビ小説「てっぱん」効果

で観光客は現時点でどれぐらいの伸び
があり、経済効果はいくらあったと認
識しているか。また、効果を一過性に
終わらせず、ドラマ終了後も継続させる
ための対策はどのように考えているか。
「てっぱん」放送による効果につ

いては、尾道大学経済情報学部による
千光寺山ロープウェイ利用者数からの
推計では、放送後 3カ月間の観光客数
の増加は213,000人で、前年同期比で
33％の増となっている。本市の平均観
光消費額に基づく直接的経済効果は約
8億円と推定しており、経済波及効果
はさらに大きいものと考えている。放
送終了後も、観光客のさらなる増加を
目的としたロケセットの展示や、鉄板
台を活用した地域イベントの開催等、
各地域の特長を生かしたにぎわいの創
出につなげ、「てっぱん」をキーワード
としたまちづくりを継続していきたい。
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○農業について
所得補償して安心して農業ができ

る状況にしないと後継者が育たず農家
はなくなってしまうと考えるが、市長
はこの現状をどうとらえ、対策をどの
ように考えているか。
農業が魅力的な産業として再生す

ることが重要であり、解決に向け、残
された時間は少ないものと考えている。
国については、所得補償のあり方も含
め、農業改革へ向け、早急に大きな一歩
を踏み出していくことを期待している。
○行政組織のスリム化に向けた再編に
ついて
組織の整理統合によるスリム化が

財政健全化の入り口であると思うが、
市長の見解は。
常に機能的で効率的な組織・機構

の確立に努める必要があるものと認識
している。本市においては、職員が、
第三者の視点で、事務事業評価を行い
ながら、事務事業の見直しを進めてい
る。それによる業務量の縮減を図りつ
つ、職員数の削減と人材の育成を着実
に実施するとともに、民間委託や公共
施設の配置・機能の見直しなどによ
り、組織のスリム化を図っているとこ
ろである。消防や学校等の教育機関、
病院など、合併による組織再編の効果
が直結しない部門がある中で、人員削
減に取り組んでいる。
○自治体職員による収益事業経営につ
いて
財政改革に本気で取り組もうとす

るなら、特別会計・企業会計の収益事
業のほとんどを民間にゆだねるべきと
思うが、市長の見解は。
これまで本市が担ってきた事業は、

営利を目的としてではなく、市民の健
康、安心の確保や生活基盤の整備等、
市民福祉の増進のための事業やサービ
スが多く、収益性や採算面だけではは
かれないことは、理解してもらえるも
のと思う。サービスの公平性の確保、
安全性の担保など、自治体が担ってき
たことには、それ相応の理由があると
とらえている。したがって、事業運営
については、現行形態を基本とし、継
続していきたいと考えている。管理運
営のあり方については、企業管理者の
設置、独立行政法人化、指定管理者制
度の導入、業務委託、廃止の可否な
ど、常に評価、検討を行いながら、事
業や施設の内容に応じた適切な管理に
努めていきたい。
○人口減少社会における尾道市の都市
力再生について
人口減少は都市力の低下、経済活

動縮小に向かわざるを得ない。それを
防ぐには、人口増加策にまさるものは
ないと思うが、市長の考えは。

将来を展望した中で尾道の持つ固
有の資源を生かしたまちづくりにより、
定住の促進を図る必要があると考えて
いる。まず、雇用を創出する企業の進
出が基本となる。中国横断自動車道尾
道松江線が平成26年度に全通すれば、
飛躍的に高まることが想定される本市
の瀬戸内の十字路としてのポテンシャ
ルを背景として、企業の進出が期待で
きる。定住促進に必要な条件として、
医療、福祉の充実したまちづくりが求
められており、子育て環境が整い、安
心して信頼できる教育が求められてい
る。今後、議員の提案も参考にし、議
員の皆様、市民の皆様と共に、過信す
ることなく尾道の魅力に磨きをかける
ことにより、次代が求めている尾道の
都市力の強化に努める。
■予算特別委員会（質問項目）
○平成22年度補正予算案及び関連議案
◇一般会計
法人市民税増額補正の要因と業績回
復が顕著な業種、電波遮へい対策事業
補助金にかかわる歳入歳出の補正内
容、共同受信アンテナ設置者の負担軽
減のための支援策の検討、地上デジタ
ル放送完全移行時に放送を受信できな
い世帯に対する対応策、生活交通路線
維持費補助金の補助基準と財源内訳並
びに今回の増額補正の算出根拠、市内
生活航路運行業者の経営状況と支援の
必要性についての市の認識、職員退職
手当が今回大幅増額補正となった理由
と当初予算算定のあり方、近年勧奨退
職者が増加していることに対する市の
認識と組織力低下やスキルの継承等懸
念される問題に対する市の考え、職員
数の推移と定員適正化計画との整合
性、老人福祉費負担金補助金補正に係
る介護施設整備の内容と財源内訳、介
護基盤緊急整備事業に基づいた介護施
設整備と第 4期介護保険事業計画との
関係、後期高齢者医療療養給付費の今
年度決算見込みと制度開始年度からの
推移、後期高齢者医療制度廃止と新た
な医療制度設立に向けた国の動向と課
題等、子宮頸がん等予防接種委託料が
今回大幅増額補正となった理由と予防
接種の啓発方法等、子宮頸がん予防接
種の補助期間と補助対象者、市内小中
学校の耐震化率と耐震補強工事請負費
を年度中途に補正計上した理由、本市
の耐震化率が県内他市町に比べて低い
理由、中学校耐震補強工事請負費補正
の内訳、地域商業活性化事業の事業内
容と評価並びに今回債務負担行為追加
補正に至った理由、市内業者の購買力
を高めるための自助努力に対する支援
の必要性について
◇各特別会計
国民健康保険事業特別会計におい

て、療養給付費等交付金が大幅減額補
正となった理由と決算見込みが前年度
から大幅に減額となる要因の分析、共
同事業交付金と共同事業拠出金の補正
理由、保険給付費決算が当初予算から
大きく乖離が生じる可能性
千光寺山索道事業特別会計におい

て、ロープウェイ運行業務の委託内容
と委託後の臨機応変な対応、職員の資
格要件に対する市の認識等
尾道大学事業特別会計において、尾
道大学校舎建設工事設計委託料が今回
大幅減額補正となった理由
後期高齢者医療事業特別会計におい
て、全体予算が大幅に減額補正となっ
た主要因並びに保険料と広域連合納付
金の関係、当初予算編成時の保険料算
定根拠について
◇各企業会計
病院事業会計において、業務予定量
で入院と外来の患者数がともに増加し
た要因、 5階東病棟の再開予定と看護
体制について
◇市道路線の認定について
県道尾道新市線の未整備区間の状況
と今後の見通しについて
○平成23年度当初予算案及び関連議案
◇一般会計歳入
個人市民税の当初予算算出根拠に

ついて聞きたい。
市内企業に給与調査を実施し、そ

の結果を基に算出した。対前年度4.3％
の伸びとなっているが、決算見込みと
の比較では、0.4％の伸びにとどまって
いる。
国の地方財政計画では、地方交付

税が増加し臨時財政対策債が減少して
いるにもかかわらず、本市の当初予算
では正反対の予算組みになっている理
由について聞きたい。
地方交付税は人口が15万人を下回

ったことと市税の増収が原因で減少し
た。また、臨時財政対策債は算定する
際の人口基礎方式の補正係数に変更が
あり増加したため、結果的に国の計画
と正反対になった。
保育料の減額対象者数について聞

きたい。
約1,380人である。
不動産売払収入の対前年度減額の

要因について聞きたい。
売払いを計画していた消防本部跡

地を行政財産として利活用することに
したためである。
宝くじコミュニティ助成事業によ

る平原台コミュニティセンター建設の
概要について聞きたい。
実施主体は平原町内会、事業費総

額は5,000万円で、町内会の負担は
2,180万円である。また、平成23年11月末
完成予定で、床面積は233㎡である。
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◇一般会計歳出
尾道「てっぱん」推進協議会負担

金のロケセット設置費用について聞き
たい。
「てっぱん」効果を一過性のもの

にさせないよう、300万円をかけてＮ
ＨＫ大阪スタジオにあるロケセットの
一部を、公共施設等に分散展示しよう
とするものである。
おのみち海の道構想事業の内容に

ついて聞きたい。
「海からの視点で尾道の魅力を高

める」という構想の趣旨に合致した事
業について、市以外の団体に対し、きっ
かけづくりとして補助金を交付するも
ので、平成23年度は実証事業として、
市が事業案と相手方を指定して実施す
る予定である。

市議・市長選挙における高校生の
臨時職員採用の検討について、これま
での経過について聞きたい。
一部の自治体がごく少数の採用を

している事例もあるが、投票率の向上
につながっているか、その効果の検証
ができていない状況であり、若年層へ
の啓発は別の機会をとらえて行いたい。

事務事業総点検業務報告書では、
「合併以前からの使用料金や減免規定
を採用する施設に統一的な受益者負担
額の導入を検討することが望ましい」
としながら、この度の提案で、みつぎ
いこい会館の料金体系を変えていない
のはなぜか。
利用状況を勘案する中、施設管理

者が従前からの料金体系を妥当と判断
したものであるが、平成23年度以降整
理する予定である。
病児・病後児保育事業の対象者と

対象となる病気について聞きたい。
市内在住の 0歳から小学 3年生ま

でで、水疱瘡、おたふく風邪や喘息等
の慢性疾患等が対象である。
地域密着型サービス施設整備事業

により、整備される施設について聞き
たい。
認知症対応型通所介護、認知症対

応型共同生活介護、小規模多機能型居
宅介護の 3施設である。
今回保育料を軽減し、近隣他市並

みになったが、他市との差別化も図る
必要があるのではないか。

5歳児相談やブックスタート等の
取り組み、また、つくしプランによる
幼保小連携等による総合的な子育て支
援を行っている。
敬老用乗車・船券について、近年

多額の不用額が生じているが、バス停
まで遠いなど、高齢者にとって利用し
にくい状況にあるのではないか。もっ
と利用しやすいようタクシー券に移行
してはどうか。

タクシー券に移行すれば、バスの
利用者が減少することによるバス路線
の縮小や廃止も懸念される。バス券が
事業者の運営を支えている面もあり、
タクシー券への移行は慎重に考えたい。
地域子育て家庭支援事業の支援先

と事業内容について聞きたい。
支援先は子供の家三美園で、事業

内容は子育て講座研修事業、子育て家
庭訪問支援事業、子育て相談支援事業
の 3つである。
就労支援相談員の活動内容や成功

例について聞きたい。
被保護者の職歴を勘案し、ハロー

ワークや新聞等の求人情報を参考にし
て、仕事を紹介するとともに、面接の
際の言葉遣いや服装等も指導してい
る。また、これにより、 6名の一般就
労に結びついた。
旧尾道市と旧因島市の重症心身障

害者福祉年金制度の相違点と条例改正
により制度を統一することによる影響
について聞きたい。
旧尾道市の制度では療育手帳○Ｂ及

び20歳未満の身体障害者手帳 3級の人
が対象から外れ、20歳以上の低度障害
の人が対象となる。また、支給額が旧
因島市の制度では、年額 2万7,000円
だったものが 4万円となる。影響につ
いては、現在の受給者28名中11名が対
象から外れ、16名が新たに対象となり、
結果的に市の財政負担は増加する。
子宮頸がんワクチン接種の接種状

況とワクチンの供給状況について聞き
たい。

本年 1 月から接種を行っている
が、 1月の接種者数は209人で、想定
どおりである。また、本市において、
ワクチンが不足しているとは聞いてい
ない。
今年度設置申請のあった太陽光発

電システム150基によるCO2の削減効果
について聞きたい。
年間450トンの削減効果がある。
認定農業者育成支援事業と援農ボ

ランティア事業の今年度事業実績につ
いて聞きたい。
認定農業者育成支援事業は、予算

に対し71.5％の執行率である。また、
この事業は既に 2 年間取り組んでお
り、農家の方がハウス等の大事業にほ
ぼ対応済みであるため、新年度は農業
用機械等を中心に予算を減額して計上
した。また、援農ボランティア事業に
ついては、ボランティア15名が向東町
の 2農家、向島岩子島の 1農家、瀬戸
田・因島の 5農家に、それぞれ作業に
行っている。
中核的担い手農家等育成事業の概

要について聞きたい。
農用地の流動化を促進し効率的な

農業を営むため、農地を借り受けた人
に対し、賃借期間と面積に応じて補助金
を出し、農業の充実を図るものである。
向島漁村センターについて、本市

の事務事業評価では、「平成22年度中
に廃止を含めて関係機関と協議する」
となっていたが、どういう検討をし、
今回の議案が提案されたのか。
国の漁村環境施設整備事業による

事業実施をしており、これを全部撤廃
した場合は補助金返還が生じるほか、
解体費用と合わせて1,100万円かかる。
また、施設の利用方法についても、漁
業者からの要望があり、最終結論を出す
には時間が必要と判断したものである。

向島漁村センター

サイクリングオアシス整備事業の
内容について聞きたい。
しまなみ海道サイクリングロード

沿線の商店や事業所10カ所に、駐輪用
のサドルバー及び空気入れを設置し、
尾道駅周辺に自転車組み立て場を整備
する予定である。
観光客数のデータを分析し、観光

客の立場に立った施策に生かすべきで
はないか。

これまでも分析に努めているが、
今後においても努力を重ねていきたい。
新東京事務所改修工事の目的につ

いて聞きたい。
移転先の部屋を改築するための工

事である。
地域商業活性化事業にかかわり、

さくら祭への参加可能店舗数と次回参
加見込み数について聞きたい。

参加可能店舗は小売業1,891店舗、
飲食店及び宿泊施設1,006店舗にサー
ビス業を加えると、約3,000店舗であ
る。また、見込み数については、実行
委員会の予算によると、700件分を見
込んでいる。
団体客誘致について、具体的にど

のように取り組むのか。
瀬戸内しまなみ海道地域観光圏整

備事業で商品化に取り組んでいる。
瀬戸田統合住宅建設事業の内容と

年次計画について聞きたい。
生口島内に点在する狭小な市営住

宅を、瀬戸田西小学校跡地に集約し25
戸建設するもので、平成23年度で調査
設計をし、平成24年10月より着工し、
平成25年 9 月に完成、10月より供用開
始予定である。
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海フェスタ開催事業費の内容につ
いて聞きたい。
尾道市・福山市・三原市の 3市連

携で行うものに3,000万円、尾道市単独
で行うものに2,000万円計上している。
西藤町の兵庫橋を全面かけかえに

至った経緯と理由について聞きたい。
平成21年12月から通行止めとなっ

ており、橋梁の復旧方法について、県
と協議し、 6月に調査に入ったが、橋
梁のコンクリートの劣化が激しく、今
回全面かけかえをすることになり、現
在調査設計に入っている。
新年度作成予定の「（仮称）尾道教

育さくらプラン 3」をどのように考え
ているか。
さくらプランを6年間実施したが、

形骸化することのないよう継承し、授
業力、学力向上、不登校問題等の課題
を整理し、改めて新しいプランを作成
したい。
特別支援教育支援員は新年度予算

で何人分計上しているか。
臨時職員賃金として、41人分、21

世紀の学校づくり推進費から 7人分、
合わせて48人分計上している。
因島ひまわりプールの廃止理由に

ついて聞きたい。
施設が老朽化したためと、利用者

数が少ないためである。

因島ひまわりプール

◇港湾事業特別会計
県は係船料を一昨年から減免して

きたが、新年度はどうなるのか。
県が係船料の減免を平成22年度で

終了するため、これを見込んで予算計
上している。
◇国民健康保険事業特別会計
特定健康診査の目的と市内の受診

率の状況について聞きたい。
特定健診は、内臓脂肪の蓄積を把

握することにより、生活習慣病の予防
を図ることを目的としている。また、
受診率については、地域包括ケアシス
テムを構築している御調町は高いが、
旧尾道市では予防のため受診するとい
う意識が低いため受診率は低い。

新年度は財政調整基金から 4 億
2,000万円の繰り入れを予定している
が、繰り入れ後の基金残高について聞
きたい。

繰り入れ後の基金残高は約 4 億
9,000万円である。
保険給付費が対前年度に比べ大幅

に減額になっている理由について聞き
たい。
被保険者数の減少に伴い医療費が

減少するためである。
◇千光寺山索道事業特別会計
運行業務を民間委託する理由につ

いて聞きたい。
運営の効率化を図るとともに法令

上の資格を有する職員が今年度退職す
るため、安全管理体制を維持する必要
からも委託することとした。
団体客が減る中で、周遊券旅客数

を前年度の約 2倍に見込んでいる理由
について聞きたい。
てっぱん効果の持続策を考える中

で、クーポンを絡めた旅行商品が増加
することを見越したためである。
◇介護保険事業特別会計
新年度の介護認定見込者数につい

て聞きたい。
平成22年度が9,055人で、新年度

は9,300人から9,400人を見込んでいる。
◇尾道大学事業特別会計
Ｅ棟建設に向けた今後の資金計画

について聞きたい。
Ｅ棟建設には約20億円必要であ

り、昨年 9月に 7億円積み立て、新年
度に 3億円積み立てれば、計10億円と
なるが、可能であればさらに積み立て、
なるべく起債に依存しないように計画
したい。
尾道市立大学の定款について、教授

会の位置づけを規定すべきではないか。
法人化されたどの大学の定款にも

記載がない。また、教授会の位置づけ
は、学則や規則等で、法人のほうで定
めるべきものと考えている。
◇病院事業会計
公立みつぎ総合病院の増改築工事

の概要について聞きたい。
回復期のリハビリテーションのた

めの病床を30床から66床に増やすが、
単に病床を増やすだけでなく、県内唯
一のリハビリテーション支援センター
として機能を充実強化するとともに、
県内全域のリハビリテーションの普及
を図っていく目的で整備するもので、
2 階に研修センター、 3階に従来の30
床、4階に新しく36床をつくり、 5階
に大きなリハビリテーションの場を設
ける。
瀬戸田診療所建築工事と医療機器

整備費の財源内訳について聞きたい。
事業費総額 7億1,143万円のうち、

過疎債を 3億5,000万円、企業債を 3億
5,000万円、移管交付金を1,143万円充
当する。
市民病院の特別病室の差額料の上

限を、8,400円から10,500円に引き上げ
る理由について聞きたい。
市民病院 5階東病棟を現在改修し

ており、そこへ新たに 6室の個室を設
けるが、そのうち 1室について、部屋
の質を上げることから、今回上限を引
き上げるものである。
■議会の人事
予算特別委員会

■意見書
◇若者の雇用対策のさらなる充実を求
める意見書
◇離島振興法の抜本改正及び総合的な
離島振興策の推進を求める意見書
◇鳥獣被害対策を抜本的に強化するこ
とを求める意見書
■百島小学校5・6年生が
議会見学に来ました
2 月 8 日、百島小学校 5・6 年生 5

人が議会見学に訪れ、議会の役割など
を勉強した後、議場を見学しました。
児童の皆さんは、事前によく勉強さ
れ、あらかじめたくさんの質問をいた
だきました。また、当日も大変熱心に
勉強され、追加の質問もいくつかあり
ました。

百島小学校5・6年生

○議会を見学してみませんか
尾道市議会では、小中学校等の議会
見学をお待ちしています。身近な市議
会へ見学に来ませんか。
■議会を傍聴してみませんか
本会議や委員会では、条例の制定や
改廃、予算など、さまざまな問題が審
議されています。どなたでも傍聴でき
ますので、気軽にお越しください。傍
聴席は本会議51席（車いす利用者 3人
分含む）、委員会10席程度です。
■本会議の録画中継をご覧ください
ご家庭のパソコンで本会議の録画中
継を見ることができます。視聴方法は、
尾道市議会ホームページの「本会議録
画中継」からご覧になりたい会議名を
選んでください。
http://www.city.onomichi.hiroshima.
jp/gikai/gikaiindex.html
議会事務局（ 0848－25－7371）
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委員長
山中善和

副委員長
加納康平
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避難前にお住まいの県や市町村から、国民健康保険
証の再発行や、税や保険料の減免・猶予・期限延長の
通知など、さまざまなお知らせをお届けできるように
なります。
また、被災された皆様および被災者支援にご協力い
ただける皆様からのご相談をお受けしています。
受付時間 8：30～17：15（土・日・祝日を除く）
shinsai@city.onomichi.hiroshima.jp

東日本大震災に伴う避難者で、尾道市内の市営住宅
等に単独で一時入居された皆様については、上下水道
の料金を減免します。
【水 道 料 金】 水道局庶務課（10848－37－9300）
【下水道使用料】 下水道課（10848－25－7232）

東日本大震災に伴う避難者の皆様に対する市営住宅
等の入居や、生活用品の支給等の支援を行っています。
●市営住宅等への一時入居支援
建築課住宅係（10848－25－7247）

●県営住宅等への一時入居支援
堀田・誠和共同企業体（10848－24－2277）

●被災者支援物資の支給について
社会福祉課（10848－25－7122）

東日本大震災に伴う避難者に対して、生活用品の購
入費等を支給することにより、早期の生活の安定等を
図るため、被災者支援金の申請受付をはじめました。
対象 災害救助法適用市町村（東京都を除く）から尾道

市に避難（住民登録）し、公営住宅（市営住宅・県
営住宅）か市・県に登録している民間住宅（無償
提供に限る）に入居し、 1年以上居住する予定
の人

給付金額 単身世帯10万円、複数人世帯20万円
社会福祉課（1 0848－25－7122）

被災者等への雇用機会の提供について
被災された皆様に雇用機会を提供していただける企
業の皆様は、情報をお寄せください。
商工課商政係（10848－25－7182）
中小企業への「特別相談窓口」を設置しています
地震による影響を受けている中小企業に対する金

融・経営相談窓口が開設されています。
尾道商工会議所（10848－22－2165）
因島商工会議所（10845－22－2211）
尾道しまなみ商工会（10848－44－3005）

尾道市では、市役所総務課および各支所で被災した
地域に対する義援金の受付を行っています。また、市
役所 1階ロビーおよび各支所に義援金箱も設置してい
ます。
受付時間 8：30～17：15（土・日・祝日を除く）
総務課（10848－25－7216）
被災地への義援金受付状況
1 億1,424万8,310円（平成23年 4 月15日現在）
お預かりした義援金は、日本赤十字社へ送金しました。

◎緊急消防援助隊として消防局職員計81人を宮城県名
取市他へ派遣（ 3 月12日～ 4月 9日）
◎応援給水のため水道局職員 9班18人を宮城県石巻市
他へ派遣（ 3 月14日～ 4月 4日）
◎広島県医療救護班として公立みつぎ総合病院職員 7 
人を福島県須賀川市へ派遣（ 4 月12日～18日）
◎避難所等での健康相談のため、健康推進課保健師 1
人を福島県郡山市へ派遣（ 4 月18日～24日）
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義援金等の受付を行っています

企業の皆様へ尾道市に避難されている皆様へ
被災者相談窓口へご連絡ください

上下水道の料金を減免します

宮城県名取市で救
援活動を行う尾道
市消防局職員

尾道市は復興へ向けて全力で取り組んでいます

災害支援専用ダイヤル　10848－25－7465

住生活支援を行っています

被災地へ職員を派遣しています

被災者支援金の支給について


